
「二つの磁場」のもとの台湾ハイテク産業
＜一部抜粋版＞

＊ウェビナー時に使用したスライドの一部抜粋版です

年 月 日
於:科学技術振興機構「アジア・太平洋研究会」
報告者: 川上桃子（アジア経済研究所）
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報告の背景:米中それぞれと強いリンケージをもつ台湾

• 台湾のハイテク産業（特にエレクトロニクス産業）は、1970年代以降、米国との
強い技術・市場リンケージのなかで発展を遂げてきた。2000年代以降は中国と強
い生産面・市場面でのリンケージを持つようになっている。

• 台湾のハイテク企業は、2000年代以降の東アジアで成立した「米国を顧客とし、
中国を出荷口とするグローバルな生産システム」（猪俣 2019）の受益者。

• しかし、米中経済対立が、この成⾧の構図を揺るがしている。

☞ 台湾エレクトロニクス産業の事例から、米中対立のアジアへのインパクトを考
える。



I. 米中貿易戦争と台湾エレクトロニクス産業
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出所）経済部投資審議委員会のデータより作成。

台湾の対外投資に占める中国のシェアの推移
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海外就労者数の推移（2009-2020年)
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 2020年には、主要国がマイナス成⾧となる中で異例の3％成⾧を遂げた。
 輸出（＋17％）や設備投資（資本形成＋17％）が好調。
 背景:好調な半導体産業、中国からの投資回帰。

米中貿易戦争の漁夫の利?好調な台湾経済
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21年は6%成⾧!
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エレクトロニクス産業の生産再編には台湾企業が大きな役割を果たしている
台湾企業の世界シェアと受託生産比率

単位:％
生産台数の世界シェア 受託生産比率

ノート型パソコン 80 99
マザーボード 92 73
サーバー 21 67*

出所:「2020資訊硬體產業年鑑」より作成。
注）＊サーバーの受託生産比率は，HP,Dell等の国際ブランド向けの比率。
　　このほかにプライベートブランド向けの受託生産も行われている。

2018年頃から、台湾の受託製造企業が、顧客（主に米国企業）の要請により，生産拠点を中国以外に移している。
 サーバー → 台湾、メキシコへ
 ノートパソコン → 台湾、タイへ
 スマホの事例 → インドへ

台湾は受託生産の
担い手として世界
のITハードウェア
生産をリード。



II. 米国の磁場:ロジック半導体とTSMCの事例
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台湾の半導体産業は「二つの磁場」のもとにある

人材，技術の流れ

市場
（最先端の顧客）市場

政策資源
技術インフラ

2010年代半ば以降，中国による自
前の半導体産業育成策が，台湾の
人材を引き寄せている。

1970-90s

1990s2010s

米国で留学・就職した台湾の理工
系人材は，90年代以降，技術を携
えて帰国し，台湾半導体産業に貢
献した。

ロジック半導体，TSMCの
世界

メモリ半導体の世界
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台湾の半導体産業（とりわけTSMC）に世界の注目が集まる理由

イノベーションの社会実装の鍵として，高性能ロジック半導体の重要性が飛躍的
に高まっている。

ロジック半導体の微細加工技術のフロントランナーとなったTSMCがイノベー
ションエコシステムのなかに占める戦略的な地位が大きく高まっている。

米中ハイテク覇権競争の激化，コロナ禍が拍車をかけた半導体不足のなかで，
「チョークポイント」の位置を占める台湾の半導体企業（特にTSMC）が注目さ
れるようになっている。
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メモリIC:垂直統合型モデル←韓国勢が強い
CPU（ただし近年，分業型モデルに向かいつつある）←米国勢が強い

ファブレス（米，欧，台） ファウンドリ(台） 封止・検査ベンダー（台）

設計 ウェファー加工 封止/検査

設計

ウェファー加工
封止/検査

封止/検査

設計

設計

設計

ロジックIC:工程間分業モデル ←米国勢，台湾勢が強い
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注）2007年以前のデータは封止のみ。出所）『半導体産業年鑑』（台湾経済部）より作成。

中国

「世界の半導体工場・台湾」の真価はロジック半導体の世界で発揮されている

％ TSMC,UMCなど

ASEなど

Mediatek,Realtek,
Novatekなど
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中国

10ナノ以降のロジック半導体製造における台湾（TSMC）の突出したシェア
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TSMCの傑出した競争力の背景

• 圧倒的な微細加工技術。

• 顧客の設計に対するサポート体制（IPライブラリ等）。

• 多様な顧客を持つことの技術，情報上のメリット。
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TSMCの市場構成，用途別構成

北米系の顧客:アップル，AMD，Nvidia，クアルコム等。＋ 近年はGAFAも。
中国系の顧客:20年はハイシリコン等←20年9月をもって取引停止。その後はスマートフォン
メーカー（Xiaomi等）との取引が主。
日本の市場としてのシェアは低い。

2020年 2021　3Q
北米 61 65
中国 17 11
日本 5 5
中国・日本以外のアジア 12 13
欧州・中東・アフリカ 5 6
合計 100 100
* 顧客の本社所在地ベース

構成比％
地域別市場構成* 2020年 2021　3Q

スマートフォン 48 44
ハイパフォーマンス演算 33 37
IoT 8 9
自動車向け 3 4
コンシューマエレクトロニクス 4 3
その他 3 3
合計 100 100

構成比％
用途別



米国によるTSMCを通じたファーウェイの切り離し

米国政府は、米中ハイテク覇権競争の顕在化とともに，中国ハイテク企業の
TSMCへの依存というアキレス腱に注目するように。

ファーウェイは，スマホ用，通信基地用半導体の大部分をTSMCに生産委託し
ていた。TSMCにとってもファーウェイはアップルに次ぐ売上高第2位（2020
年前半にシェア15％）の顧客であった。

19年5月，米国商務省はファーウェイをエンティティリストに指定。20年５月，
米国商務省は，米国由来の技術を用いたファーウェイ向けの輸出規制策を強
化。これにより，TSMCはファーウェイ向けの新規受注を停止せざるをえなく
なった。

ファーウェイの事業は重大な打撃を受けた。
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 18年，南京に独資で進出 ←サプライヤーによる活発な随伴進出。半導体不足を受け
て，TSMCの南京工場は拡張計画中（28ナノ）。

 20年5月:米国による誘致に応え，アリゾナ州に120億ドル（2021～29年）を投じて工
場を着工，24年より5ナノでの量産開始予定。

 2021年10月:日本での工場建設計画（22／28ナノ，2024年量産開始予定）を発表。

高雄での大規模投資計画も。

 TSMCが台湾内外で複数の大型プロジェクトを同時で進めるなか，TSMCにとっての優
先度をめぐる競争が起きつつある。中国の生産拠点、市場としての重要度は変わりな
い。
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TSMCの国際展開:米中のはざまで



III. 中国の磁場:メモリ産業の事例



中国市場の引力
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専業ファウンドリの中国事業 単位:100万ドル、％
売上高（2020年F） 中国市場でのシェア 中国向け売上比率

TSMC(台） 9045 61 21
SMIC(中） 2451 16 66
Huabong(中） 1120 8 65
UMC(台） 1030 7 18
Global Foundries（US) 460 3 8

出所）IC Insigths Research Bulletin, Oc. 13, 2020.
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JHICC-UMC事件にみる中台リンケージ

事件のあらまし:2018年に、台湾UMCが、米マイクロンの技術を窃取し、
技術開発委託元の中国のJHICC社に提供しようとしたとして、米国司法省か
ら提訴された（川上 2019）。

“台湾の企業や人材を通じて米国の技術が中国国策企業に流出するリスク“

台湾・
華亜科技

米・マイクロン

2012年に完全
子会社化

台湾UMC
中国

JHICC
幹部の転職、
技術の盗み
だし（?）

DRAMプロセス技術の開発委託
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まとめ（2）

 台湾の半導体産業は、米国と中国という二つの磁場の交錯点にある。

 ロジック半導体については、米国の磁場が強い。TSMCも、技術の最上流と市
場との両面で米国に強く依存している。

 いっぽう、メモリ半導体や、素材サプライヤー、エンジニアのキャリア選択と
いった側面に目を転じれば、中国の磁場も大きい。

 米中貿易摩擦は台湾に「漁夫の利」をもたらしている。一方、米中ハイテク覇
権競争は、台湾企業にとり市場の喪失、投資コストの増大、人材流出等のコス
トとリスクをもたらしている。
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